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　新年を迎え謹んで新春のお慶びを申し上げます。
旧年中は皆様には、格別のご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。
   本年の干支は、「丁酉（ひのととり・ていゆう）」になります。「丁」は『説文』に「夏時草木の繁
茂を示すもの」とあるように、夏に草木が長く伸びきり、繁茂している状態を示します。又「丁は亭なり、
亭はなお止まるが如きなり」とも記され、これまでの進歩、成長のテンポが一時期弱まる年でもあり、
新旧勢力が衝突するという意味もあります。「酉」はまた酒がめ、酒壷をさし、転じてかめの中に溜
まっている麹の醗酵を表す象形文字であり、「丁酉」の年は、新しい動きや革命が起こりやすい年と
言われています。
   昨年を振り返りますと、英国のＥＵ離脱など様々な“まさか”と思うような出来事が起こった年でし
た。本年は、米国第一主義を掲げるトランプ次期大統領がどのような政策を実行し、それが世界秩序、
世界経済にどのような影響を及ぼすのか、又、欧州の各国で予定される選挙で、反グローバリズム、
保護主義や大衆迎合（ポピュリズム）の“うねり”がどうなるかも注目されています。国内においても
批准が危惧されているＴＰＰの動向や昨年末からの米国ＦＲＢによる利上げなどによる急激な円安、
OPECの減産合意を受けた原油価格の持ち直しの兆しによる輸入資材価格の高騰も懸念されます。
   私共の業界に目を転じますと、2020年に向けての様々な住宅法規・法制度への対応を迫られる大変
革期の真只中です。本年は、この準備を進めるとともに、「木材の復権」「ウッドファースト社会の実現」
に向け大切な年となります。組合としましても「次世代の木の文化を創造する」という大志を持って、
各種研修会の実施、木材のＰＲ、木材の有効活用の提案等を進めて参ります。
   又、政府が掲げる「一億総活躍社会」に向けての柱となる政策である同一労働同一賃金、長時間労
働の是正、定年延長・継続雇用の促進などの「働き方改革」への対応も進めなければなりません。労
働環境の改善は、私共の業界でも長く言われ続けている課題でもあります。業界の更なる発展には次
世代を担う人材の育成は不可欠であり、労働環境の改善なしでは為しえないという現実を直視し取り
組まねばなりません。2017年度の働き方改革関連の予算案でも様々な助成制度等の支援策が案として
上がっています。組合としましてもこれら支援策の活用方法を皆様に提案できないかと考えています。
   本年は、干支の教えの通り過去の経験則で推し量れない、不確実性の高まる年になると思いますが、
住宅市場には、低金利ローンの持続が予想されるなどフォローの風も吹いています。私共は、業界の
将来を見据え、たとえ大きな変化が起きようとも、干支の格言「木鶏、子夜（しや）に鳴く」の如く、
泰然自若、無為自然の強い気持ちを持って一つ一つ進めて行くことが何よりも肝要です。最後になり
ますが、本年が皆様にとって素晴らしい一年になりますことを祈念して新年のご挨拶とさせて頂きます。
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2020年 変革期に向けての準備の年に！！
“ 次世代の木の文化を創造しよう！ ”
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木材産業は、世界平和創造の先頭に

名古屋港木材産業協同組合
理事長　嶺木　昌行

　新年のお慶びを申し上げます。
　昨年一年を振り返りますと、日本はともかく、世界には大きな変化が現れた年であったと思います。
　昨年世界を驚かせた二つの出来事。一つは、米国大統領にヒラリー・クリントンではなく、トランプ
が選ばれたことであり、もう一つは、英国のEUからの離脱であったと思います。この二つは、少し抽象
的になりますが、20世紀の終わり、21世紀の始まりがいよいよ表面化・現象化してきたと私は解釈いた
します。
　前評判で圧倒的優位であったクリントンが破れ、トランプが勝った。その理由は、クリントンは旧体
制擁護派、トランプはその破壊派と見なし、破壊のエネルギーが擁護の壁を打ち壊したと見ています。
そして、旧体制とは、自由化・民主主義化を更に推し進めることであり、旧体制を破壊するとは、自由化・
民主主義化に「？」もしくは「No」をつきつけることであります。
　現在の世界経済は自由化を推し進めた結果、日本も含めて、一億総下層化・貧困化を拡大させており
ます。その分富がほんの一部の人たちに集中し、世界で混乱と紛争が頻発しつつあります。シリア難民
をはじめとする中東・ヨーロッパの紛争はもちろんのこと、隣国の様子は大統領の収賄が問題というよ
り、先進国と言われながら国民があまりに貧しく、その怒りが収賄問題として大規模デモに表現されて
いると思うのが分かりやすいと思われます。
　資本主義・自由主義は16世紀の大航海時代にスタートしていると私は思います。当時の先進国（白人
たち）は、アジア・アフリカ・南北アメリカ大陸といった後進国（有色人種）を植民地化し、植民地貿
易によって豊かになってまいりました。ディズニーのカリブの海賊の物語はそのシンボルです。しかし、
この植民地主義に基づく資本主義も、20世紀に入ると限界を来たし、第一次世界大戦・第二次世界大戦
によって終わりを告げます。その後に出現したのが、平和主義・自由主義・貨幣経済による、現在の自
由貿易的資本主義であります。
　戦後の科学の発達、それに基づく生産・流通の発展は目覚ましく、わが国を筆頭として先進国は大発
展を遂げ、富は先進国に集中しました。その結果、1980年代には先進国には市場にモノが溢れ、それ以
上の発展が望めなくなっております。それ以降は経済の拡大という名目で、モノの自由化のみならず、
金の流れの自由化、ヒトの流れの自由化を推し進め、今日のような富が一極に集中するようないびつな
世界経済を形成してしまいました。イギリス国民とアメリカ国民は、それに対し「No」を突きつけたわ
けです。EUは崩れ、TPPも消滅すると私は思います。
　昨年、あと二つ象徴的な出来事がありました。一つは、三笠宮殿下のご逝去であり、もう一つはキュ
ーバのカストロ元首相の死去であります。100歳でお亡くなりになられた三笠宮殿下は、70年前の太平
洋戦争を悔やみ、皇室としてその責任を最後まで背負っておられました。カストロはすぐ目の前に位置
する米国に対抗し、最期まで社会主義にこだわりました。
　資本主義の矛盾点をきちんと見つめ、社会主義的配分も再考する時。そして何より、平和を創り出す
ために世界が協力する時。21世紀は、平和が第一で、経済は二の次の時代と思わなければならないと、
私は思います。木は循環資源であり、木材産業は木の循環を守ることにおいて平和的になります。平和
の象徴としての木材産業。私たちは、この天職に従事することを誇りに思い、日本の、そして世界の平
和創造の先頭に立たなければなりません。
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◆ 広告コーナー

　南海トラフ地震等に係る地震防災対策計画に基づき、防災訓練が実施されます。

☆☆☆　名古屋港貯木場施設の地震津波に対する防災訓練の実施について　☆☆☆

企業の取引口座が不正アクセスされ、お金が引き出されてしまう被害が急増、
全国では、数千万円の被害に遭うケースも

☆チェックポイント☆
　ウイルス対策ソフトは必須 !
　ネットバンキング専用のパソコンの導入 !
　送金ごとのワンタイムパスワード !
　ネットバンキング用の口座残高を最小限に !

狙われています !  企業の取引口座 !

実施日：平成２９年３月３日（金）午前９時４５分～午前１１時３０分頃（雨天決行）
実施場所：名古屋港木材産業協同組合及び木場金岡ふ頭こう門
実施内容（予定）：情報伝達訓練、映像研修、こう門上段扉閉鎖訓練　等
（問合せ先：名古屋港管理組合　港湾管理事務所（山口、堀内）　Tel 052-398-0612）　


